
テキストの使用及びワークブックの使い方について
　アッセンブリー史の学びは、使徒行伝の聖霊降臨から始められた教会の歴史を通して聖霊の働きを学ぶことにあります。歴史の中で起きた事実と、その意味を学ぶことが大切です。６時間を６つの単元として学ぶことにしています。ペンテコステ運動の発端、及びアメリカ・アッセンブリー教団創立から、約一世紀が過ぎようとしていますが、大きな流れを紹介した日本語の本は出ていても、歴史的な記録も十分でないので、資料や伝承などについて多少の違いはあります。学びにあたって留意しておく必要があります。日本アッセンブリー教団の創立３０周年記念誌「御霊に導かれて」を参考として活用して下さい。
指導にあたっての準備
①　テキストの流れをガイドブックを参考に整理しておく。
②　テキストにでてくる語彙を理解しておく。
③　要約にしたがって解説できるように準備しておく。
④　テスト（ワーク・ブック）は重点的なポイントを把握するための復習
　　であることを心得て指導する。
第一課　　アッセンブリー前史
　　                                                    
要約
Ⅰ　教会の歴史とペンテコステ運動
　１．ペンテコステ運動の意味
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　２．ペンテコステ運動の基本原因
　３．教会史における霊的変遷の経緯
　　　「モンタヌス運動」また「キリスト者の完全」については受講者の　　　必要に応じて解説するとよい。
Ⅱ　ペンテコステ運動の発端
　１．現代ペンテコステ運動の発生の経緯
　２．ヒューストンまでのパーハム牧師の働き
指導の指針
　この課ではペンテコステ運動の聖書的意味を提示し、教会史に流れる聖書的回帰の変遷を概説するとよい。そして具体的にペンテコステ運動がどのようにして発生したかを説明する。
    第二課　　ペンテコステ運動の拡大
　                                                      
要約
Ⅰ　ロスアンゼルス・リバイバルとペンテコステ運動の影響
　１．ペンテコステ運動は、ロスアンゼルス・リバイバルが世界的拡大の　　　端緒となった。その経緯。
　２．米国内での拡大の概略
Ⅱ　世界に広がるペンテコステ運動
　１．ヨーロッパのペンテコステの端緒となったバラット牧師の働き。
　２．南米、アジアなど世界各地の聖霊の働き。
指導の指針
成-上-教 - 2
　ペンテコステ運動が全米及び世界的拡大の端緒となった、ロスアンゼルス・リバイバルの出来事と性質を明らかにする。そして世界各地で聖霊の働きが始められていた事実の意味を学ぶ。
第三課　　アッセンブリーズ・オブ・
                               ゴッド教団の成立
要約
Ⅰ　アッセンブリー教団の成立
　１．ペンテコステ運動の特質としての「異言」
　２．ホーリネスの教理とアッセンブリー教団の成立の経緯
　３．アッセンブリー教団設立と信仰宣言の意味
Ⅱ　教理の問題
　１．ワンネスの教理の発生と経緯
　２．受霊の「しるし」としての異言問題
指導の指針
　ペンテコステ運動の特質として、受霊の「しるし」としての「異言」の位置付けについて説明する。アッセンブリー教団の成立のきっかけとなった、ホーリネス・グループとバプテスト系グループの問題点を明らかにし、アッセンブリー教団の設立の経緯をたどり、設立決議の意義を説明する。アッセンブリー教団成立初期に直面した、２つの教理問題としての「ワンネス問題」と「受霊のしるしの問題」を概説するとよい。
第四課　　成長と形成の戦い
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要約
Ⅰ　ペンテコステ運動の急激な拡大と問題
　１．ペンテコステ運動拡大とその特徴
　２．ペンテコステ運動の進展と直面した問題
Ⅱ　アッセンブリー教団の成長とキリスト教会の動向
　１．ペンテコステ教会の孤立と他教会からの批判
　２．アッセンブリー教団の健全な成長と実績
　３．アッセンブリー教団成長の４つの要素
指導と指針
　米国のペンテコステ運動の拡大の社会と教会の背景を概観し、その拡大の要素となったポイントを指摘する。更に、既成教会の無理解とペンテコステ教会の稚拙さが迫害の要因となる。そしてペンテコステ教会は孤立し、異端視される時期が続く。アッセンブリー教団は、「ワンネス問題」をきっかけに健全な教理を指向し、「三位一体」の正統的キリスト教会の伝統に立つことを明確にする。１９４３年全米福音主義連盟に加盟し、やがてアッセンブリー教団がリーダー的存在となる。アッセンブリー教団の成長する要因として海外宣教、聖会、出版物、聖書学校の４つをあげることができる。
第五課　　新しいペンテコステ運動と
      日本のペンテコステ運動の始まり
要約
Ⅰ　カリスマ運動の働き
　１．ペンテコステ運動の３つの流れ
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　２．ペンテコステ運動への偏見を破ったカリスマ運動
　３．カリスマ運動を展開した人々
Ⅱ　日本におけるペンテコステ運動
　１．日本のペンテコステ運動の端緒
　２．「日本聖書教会」の設立
　３．各地のペンテコステ派の流れ
指導の指針
　ペンテコステ運動は大きく３つの流れとして展開した。ホーリネス・ペンテコステ・グループ、バプテスト・ペンテコステ・グループ、ユニテリアン（ワンネス）・ペンテコステ・グループである。伝統的な教会の偏見の壁は厚かった。しかし、１９５０年代からロスアンゼルスのデモス・シャカリアンの純福音実業家親交会、米国聖公会のデニス・ベネット司祭、そして南アフリカ出身のディビット・デュプレイシスなど、超教派の聖霊のバプテスマを求める人々によって、カリスマ運動が始められ、既成教派の刷新に大きな成果をあげた。このようにしてペンテコステ運動に対する偏見がなくされていった。既成教派の中に止まって聖霊経験を強調する人々をカリスマ運動と呼ぶようになり、また、ネオ（新）ペンテコステとも呼ばれている。
　日本におけるペンテコステ運動は、Ｃ・Ｆ・ジュルゲンセン一家に負うところが多く、日本人指導者として弓山喜代馬の働きは日本アッセンブリー教団の成長、発展に貢献した。
第六課　　日本アッセンブリーズ・
          オブ・ゴッド教団の成立と動向
要約
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Ⅰ　日本のペンテコステ教派と教理の問題
　１．日本でのペンテコステ派の教理的問題
　　　「真耶蘇」をめぐって
　２．戦前、戦後のペンテコステ教会の状況
　３．戦後の復興と日本アッセンブリー教団の成立
　４．日本のペンテコステ派の諸教団
Ⅱ　日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団の形成と成長
　１．日本アッセンブリー教団の指針
　２．教団の急激な成長の時期
　３．創立５０周年の目標と諸教派との交流
　４．日本アッセンブリー教団の教会史的意義
指導の指針
　戦中、「真耶蘇教団」の関連で、日本のペンテコステ運動に教理的な問題が起こった。昭和初期よりファシズムの台頭とともに宗教統制が行われ、弾圧が続く。戦後、「日本聖書教会」は、日本キリスト教団から脱退し、日本アッセンブリー教団を設立する。戦後のアッセンブリー教団の形成と成長を一瞥する。
　日本アッセンブリー教団の３つの基本的指針「自主経済」「自主伝道」「自主政治」について話し合い、今までの歩みをふりかえると良い。
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